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第　号
2006.2

TAMBA
RIN
G

議会だより
丹波市

丹波布の糸つむぎ、はた織りに励む（国の無形文化財）



議
会
の
審
議
で
こ
う
変
っ
た

当初提案議会での審議修正提案

乳
幼
児
、
重
度
障
害
者
の

入
院
医
療
費
を
無
料
に

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
条
件
緩
和

市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
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●代表質問●

一
般
質
問

代
表
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問
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12月定例会
●代表質問●

競
争
原
理
が
働
く
制
度
に

藤本正巳議員
市政研究会

問問

問

問

問問

問

市
民
と
協
働
の
行
革
実
施
を

小山欣弥議員
公明党

確
か
な
少
子
化
対
策
に
向
け
て

岸田　昇議員
市民クラブ

問



●一般質問● ●代表質問●
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高
谷
川
流
域
に
地
下
調
整
池
を

前川豊市議員

西本嘉宏議員

少
子
化
対
策
の
体
制
強
化
を

地
域
医
療
と
柏
原
日
赤
問
題
は

広瀬憲一議員
日本共産党議員団

夢
あ
る
市
政
へ
の
市
民
参
画
を

田村庄一議員
清政会

問 問

問

問問

問問

問

問



●一般質問● ●一般質問●
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教
育
関
係
予
算
を
削
る
な

奥村正行議員

山下栄治議員

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
緩
和
策
は

問 問

問

問

問問

新
た
な
農
業
施
策
を

荻野拓司議員

平井孝彦議員

男
女
共
同
参
画
の
拡
充
は



●一般質問● ●一般質問●
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若
者
定
着
に
企
業
誘
致
を

竹知正明議員

山
東
地
域
に
総
合
市
民
病
院
の
建
設
を

近藤良雄議員

行
財
政
改
革
の
基
本
は

足立正典議員

企
業
誘
致
と
定
住
人
口
増

小寺昌樹議員

問

問

問

問

問

問問

問



●一般質問● ●一般質問●
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「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」の
職
員
研
修
を

田坂幸恵議員

子
育
て
支
援
は
一
体
化
せ
よ

足立　修議員

職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
を

堀　幸一議員

６
歳
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
に

木戸せつみ議員

問問

問

問

問

問

問問



2006.2／たんばりんぐたんばりんぐ／2006.2

人
口
減
歯
止
め
に

新
部
署

「
丹
波
市
火
災
予
防
条
例

の
一
部
改
正
」を
可
決

議
員
定
数
を
検
討

市
全
域
が
活
性
化
す
る
施
設
に

●近隣市の議員定数

道
の
駅「
か
す
が
」建
設
状
況
な
ど
を
調
査



2006.2／たんばりんぐ 16

市
民
の

　
昨
年
の
異
常
寒
波
も
年
明
け
と
と
も
に
よ
う
や

く
緩
み
、
新
た
な
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
」
も
第
５
号
の

発
行
と
な
り
、
充
実
し
た
内
容
に
と
編
集
作
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
指
摘
に
よ

っ
て
市
当
局
の
提
案
が
変
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
内
容
を
少
し
変
え
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
研
鑽
を
重
ね
、「
議
会

の
な
か
み
」
が
見
え
る
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

春日町野上野
山本　義敬

柏原町古市場
谷口　芳規

住民の声をもっと
身近に

子どもと命

　
明
治
の
末
期
ま
で
青
垣
地
方
で
、

農
家
の
片
手
間
と
し
て
織
ら
れ
、「
縞

緯
」「
佐
治
木
綿
」
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
も
の
が
、
そ
の
価
値
を
見
出
さ
れ
、「
丹

波
布
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
素
材
、
技
術
、
意
匠

の
三
要
素
は
、
す
べ
て
天
然
資
源
で
あ
り
、
こ
の

地
方
独
特
の
風
土
に
よ
っ
て
織
ら
れ
て
い
る
。「
紡

ぐ
」「
染
め
る
」「
織
る
」
の
技
術
は
当
地
方
の
人

達
が
永
年
か
か
っ

て
残
し
て
き
た
も

の
を
、
受
け
継
ぎ

伝
え
て
き
た
も
の

で
す
。
現
在
、
第

４
期
生
７
名
の
伝

承
生
と
専
修
生
５

名
が
と
も
に
先
生

の
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。

ぬ
き

し
ま

さ
　
じ

も 

め
ん


